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Ⅰ．はじめに

　森林総合研究所九州支所では 1991 年に熊本県山鹿市鹿北町の
熊本森林管理署管内長生国有林に鹿北流域試験地を設定した

（6）。鹿北流域試験地は 1 号流域，2 号流域および 3 号流域の 3
流域からなり 1991 年から現在に至るまで長期の森林理水試験を
継続して行っている。また，1999 年からは 2 号流域においてタ
ワーフラックス観測を継続して行っている（7，8）。さらには，
森林の蒸発散，樹液流束，土壌呼吸など（たとえば 1，5）の観
測も行われてきた。これらの水文および生態観測が長期の気象変
動や植生遷移の中でどのような時間的位置づけにあるのか把握す
ることはその観測結果を考察する上で必要な事項である。
　本報告は，地球規模の温暖化傾向にある中，地域における長期
の気象変動において水文や生態の連続観測がどのような局面に位
置づけられるのかを把握することに資するために，鹿北地域にお
ける気温と降水量の長期の変動傾向を調べたものである。

Ⅱ．方法

　気象庁が公開する地域気象観測システム（アメダス）鹿北観測
所（以後，鹿北アメダス）のデータ（2）を用いて解析を行った。
鹿北アメダスは，北緯 33 . 112 度，東経 130 . 693 度，標高 119m
にあり，鹿北流域試験地（北緯 33 . 137 度，東経 130 . 710 度，標
高 165m）から南西方向約 3km に位置する。鹿北アメダス周辺
の土地利用は航空写真（4）から判断すると都市化が進んでいな
いと判断された。使用したデータは，1981～2010 年の 30 年間の
年平均気温および年降水量，1980 年 12 月～2010 年 11 月の月平
均気温および月積算降水量である。月値は季節ごとの長期変動を
調べるために用いた。季節の区分は，12～2 月を冬，3～5 月を春，
6～8 月を夏，9～11 月を秋とした。

Ⅲ．結果と考察

　鹿北アメダスの月平均気温および月積算降水量の平年値を図－
1 に示す。平年値の統計期間は 1981～2010 年の 30 年間である。
鹿北アメダスの年平均気温の平年値は 14 . 7℃で，九州の主要都
市の平年値，福岡 17 . 0℃，熊本 16 . 9℃，鹿児島 18 . 6℃（2）と
比べると 2～4 ℃程度低く，北緯 35 . 875 度に位置する，さいた
まの 14 . 8℃（2）と同程度の年平均気温であった。最暖月および
最寒月の平均気温はそれぞれ 26 . 0℃（8 月）および 3 . 3℃（1
月）であった。また，鹿北アメダスの年降水量の平年値は
2159 . 1mm で，一般的に日本の年平均降水量と言われている値
1718mm（3）と比べ約 440mm，比率にして約 25％多かった。熊
本の年降水量 1985 . 8mm（2）と比べても 174mm，比率にして
8 . 7％多かった。日本の降水の季節的な変動は積雪地域を除くと
梅雨期と台風期に集中する傾向にあるといわれている（3）が，
鹿北アメダスでは梅雨期の 6，7 月の比率が高く夏季（6～8 月）
の降水量が年降水量の約半分を占めた。

　鹿北アメダスにおける 1981～2010 年，30 年間の年平均気温の
変化を図－ 2 に示す。図中の近似直線式，決定係数（R2）および
p 値はマイクロソフト社の Excel 2013 で算出した。以後に示す
近似直線式，決定係数および p 値も同様に算出した。年平均気
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図－ 1．鹿北アメダスの月平均気温および月積算降水量の平年値
　　　（統計期間は 1981～2010 年の 30 年間）
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図-1. 鹿北アメダスの 降水量の 年  

（ 1981～2010 年の 30 年 ） 
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温の変化傾向は相関（5% 水準で有意）が弱いものの 0 . 0359℃ /
year の傾きで上昇傾向が見られた。
　次に季節で区切った 3ヶ月平均気温の 30 年間の長期変化を調
べた（図－ 3）。相関は弱いが夏，秋および冬において気温の上
昇傾向が見られた（5% 水準で有意）。上昇の度合いは秋と冬に
大きくそれぞれ 0 . 0514 ℃ /year および 0 . 0512℃ /year で，夏
は 0 . 0299℃ /year であった。春の長期的な変化傾向は不明瞭で
あった。

　鹿北アメダスにおける 1981～2010 年，30 年間の年降水量の変
化を図－ 4 に示す。年降水量は大きく変動し，最大値および最小
値を除けばおおよそ 1500～3000mm の範囲で変動した。また近
似直線の相関はほとんど無く長期の変化傾向は見られなかった。
　次に季節で区切った 3ヶ月積算降水量の 30 年間の変化を調べ
た（図－ 5）。どの季節も近似直線の相関はほとんど見られなかっ
た。変動幅を見ると夏季の変動幅が他の季節に比べ非常に大きく
最大値および最小値を除けばおおよそ 350～1750mm の範囲で変
動した。表 1 に季節毎の 3ヶ月積算降水量の 30 年間の平均，標
準偏差および変動係数を示す。夏季の平均値および標準偏差が他
の季節に比べ大きく，夏季の降水量の多少が年降水量に大きく影
響することがうかがえた。一方，変動係数は秋季が一番大きく，
春季が一番小さかった。このことからこの 30 年間では秋の変動
が相対的には変動が大きく春の変動が相対的に小さかったことが
分かった。

Ⅳ．おわりに

　鹿北アメダスにおける 1981～2010 年，30 年間の気温および降
水量の長期の変動傾向を調べた結果，・年平均気温が上昇傾向に
あった，・春以外は気温の上昇傾向がみられ特に秋と冬の上昇傾
向が大きかった，・降水量は変動幅が大きく年値，旬値ともに明

瞭な長期傾向は見らなかった，・降水量は絶対値では夏の変動が
大きいが相対的には秋の変動が大きい，といったことが分かった。
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表－1．3ヶ月積算降水量の統計値（1981～2010年）

統計値 春 夏 秋 冬
平均（mm） 532.3 1091.2 333.5 200.3
標準偏差 133.8 373.9 129.3 67.9
変動係数 0.251 0.343 0.388 0.339

図－ 3．3ヶ月平均気温の変化傾向（1981～2010年）
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図-3. 3 の変化傾向（1981～2010 年） 
  

図－ 5．3ヶ月積算降水量の変化傾向（1981～2010年）
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図- . 3 降水量の変化傾向（1981～2010 年） 
  

図－ 2． 年平均気温の変化傾向（鹿北アメダス，1981～2010年）
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図-2. 年 の変化傾向（鹿北アメダス、1981～2010 年） 
  

図－ 4．年降水量の変化傾向（鹿北アメダス，1981～2010年）
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図-4. 年降水量の変化傾向（鹿北アメダス、1981～2010 年） 
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